
史
跡

の
宝
庫
囲
吉
傭
線
沿
線

岡

山

駅
の
北
の

端
、

η

番
線

か

ら
ユ

∫

３

丙
の
気

動

車

が

発

着
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
酋

日

本
、

吉

備

線
の

列

車
で
あ

る
。

吉

備

線

は

明

治

３７

年
（
ユ
９
０
４
）
、

高

梁
川
の
水
運
と
岡
山
市
を
直
結
す
る
胃

的
で
中
国
鉄
道
と
い
う
私
鉄
路
線
と
し
て

開

業

し

た
。

現

在
、

岡

山

駅

Ｓ

総

杜

駅
２

９

４
ヰ
悼
間
に

１２

の

駅
が

あ

る
。

明

治

桝

年
（
ユ
９
ユ
↓

に
は
最
上
一
さ
い
じ
ょ
う
）
稲

荷
参
拝
客
輸
送
の
た
め
、
現
備
巾
高
松
駅

（
当

時

は

稲

荷

駅
）
Ｓ

稲

荷

山

駅

間
２
由
４

斗
口
が

開

薬
し

た
が
、

戦

時

巾
の
紹

和

犯

年

一
且
９
４
４

了

月

に

軍

事

輸

送

に

貢

献
し

な

い
不

要

不

急

路

線
と

し
て

廃

止

さ

れ
た
。

同
年
６
月
、
占
備
線
臼
体
も
申
国
鉄
道

か

ら

国

鉄

に
よ

り

買

収

さ

れ
、

申

国

鉄

遣

は

鉄

遭

部

門

を

失
い
、

バ
ス
会

杜
。
申

鉄
バ

ス

と

し

て

今

口

に

至

っ
て

い

る
。

岡

山

駅

を

出
て
２

駅

賞

ま

で
、

吉

備
線
の
列
車
は
岡
山
市
街
地
を
走

る
。
３
駅
冒
の
備
前
一
宮
か
ら
風
景

は
一

変
し

熊

園

地

帯

に

入

る
。

同

時

に
こ
こ

か

ら

は
九

史

跡

各

駅

停

車

と

言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
路
線
に
な

る
。
古
代
ｓ
申
世
ｓ
遁
挫
お
時
代
は

様

々

に
、

ど

の

駅
で

降

り

て
も

史

跡

の

旅

が

楽

し
め

る
。

下

図

を

参

照

願

い
た
い
。

本

稿
で
は

東

総
杜
、

備

圭

筒

松
、
吉
備
津
の
３
駅
周
辺
の
史
跡
を

申

心

に
、

ま

た

別

稿
で

は

陣

屋

町
の

残

る

足

守
を

ご

紹
介
し

た
い
。

吉

備

線
に
は
、

電

化
し

て
新

し
い
コ

ン
セ

プ
ト

の
路

繭

電

車
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

導

入

し

市

内

竃

車
・
岡

｛

電

鉄

に

乗

入

れ
る
話
題
も
あ
る
。
路
面
電
車
で
の

史

跡

め

ぐ

り
、

い
い

な

あ
。

で

き

た

ら

体

験
し
て
み

た
い
も
の
で
あ

る
。

蝸

Ｅ嚇線推糠螂嚇 桁

菊

覆
総
雑
隠
参
滋

溝
篇

働
穏
畿
嚢
滋
橡
欝
憾
※
甜峨
孫
潔
鰯
褒
数
灘

東
総
杜
駅
か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
で
の
所

族

六
ス
ク
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

に

総

杜

宮

が

あ

る
。

人

化

年

闘
（
７

世

紀

朝
９

時

半
、

開

会

式

が

始

ま

る
。

今

年

半
ば
一
の
翻
健
と
伝
え
ら
れ
、
総
栓
市
の

の
競
技
は
第

”

固
員
、
競
技
に
つ
い
て
岡

地

名
の
起

漁
で

も

あ

る
。

山
大

学

ウ
ェ
ー

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

部
潤

村
主

総

杜

と

は

国

司
が

赴

任
し

た

と

き
、

そ

将

か

ら

説

明

が

あ
っ
た
。

そ

の

場

で

登

録

の

国
の

全
て
の

神

杜
に

お

参

り

す

る

慣

わ

す

れ

ぱ

誰
で

も

参

加

で

き

る
。

力

石

に
は

し

が

あ
っ
た

が
、

そ

れ

を

簡

略

化

す

る

た

紐

が
つ
い
て
い
て
、

珊

秒

闘

引

き

上

げ

れ

め

に
、

鰯
の

神

秋
を

集

約

し

た

お

宮

さ

ん

ば

成

功
。
バ
ス
ク
の
よ

う

に

肩
ま

で
上

げ

る

で

あ

る
。

か

な

り
の

国
で
と

ら

れ
た

行

政
コ

必

要

は
な

い
。

よ
し
、

参

加

し
て

見
よ

う

か
。

ス
ト

削

減

策

だ
。
こ
二
、

備

巾

の
総

杜

に
は

予

選
は

半

貫

↑

台

ヰ
ロ
一
か

ら

二

十

六

貫

３
０
４

杜
が

馳
ら

れ
て
い
る
。

（

町

昔

５

ヰ
し

ま

で

蝸

種
。

二

十

六

貫
の

今

同
、

総

杜

宮

を

訪

れ

た

『

は
８

月
の

、
沽
を

ヒ

げ

た
ら

決

勝

戦
に

進

め

る
と

い
う

第
３

胃

曜

臼
、

力

石

総

杜
の

神

事
の

日

で

が
、

私
に

は
ち

と

や

り

す

ぎ

だ

ろ

う
。

あ
っ
た
。

力
．
弔

総

杜

と

は

総

杜

宮

に

伝

わ

９

時

４５

分
、

競

技

開

始
。

４
つ
の

十

俵

る

力

石
を

持
ち

ト
げ

カ

を

競

う

祭

寮
だ
。

で

半

貫

か

ら

三

貫
ま

で
、

小

さ
い

子

供
の

少

劣

ン
パ
レ

カ

ゑ

駅

ハ
ィ
ヵ

ラ
な
ま

ち
か
ど

郷
・・
館
入
Ｕ

必

死

の

表

情

が

凛

々

し

い
。

同
時

に

写

生

大

会

も

開

催
。

形

鰯
楼

閣

風

爽

烈
、
拶
ハ
イ

カ

ラ

な

雰

囲

気
、

入

口
飾
の

丸

型
ポ
ス
ト
が

よ

く

似

合

う
。

一

階
に

は

市

内
の

歴

史

と

物

産
が
、
、
一

階
に

は

備

申

売

薬
、

阿

曽
の

鋳

物
、

イ

草

な
ど

伝
統
産
業
の
道
臭
類
や
資
料
が
塵

示

さ

れ

て
い
る
。

備

中

が

富

山

に

次
い
だ

売
薬
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
と
は
意
外
で
あ
っ

た
が
、

特
に

興

味

を

引
い
た
の
は

鋳

物

だ
。

㍗
ま

が

ね

ふ

く
」
を

枕

詞
と

し
、

古

代

製

鉄

の
大
産
地
で
あ
っ
た
吉
備
の
伝
統
を
継
承

し
た

産

業
な

の
だ

ろ

う
。

人

場

無

料
。

町

歩

き

や

サ

イ

ク

リ
ン
グ

の

途

巾

で
一

呼

吸

お

く

に
は

も
っ
て
こ
い
の

場

所
で
あ

る
。

、
再
び

総

従

官

に

戻

る
。

観

客

も

大

分

増

え

た
。

境

内

の

回

廊

が

絶

好

の

兇

物

席

だ
。

そ

ろ

そ

ろ

大

人

の
時

間

帯
。

本

部

席
で

住

所
一
氏

名

を

登

録

す

る

と

縦

の
つ
い

た

カ

札
を

く

れ

る
。

後
は

貿

標
の

重

さ

の

石

が

あ

る

土

俵

に

行
っ
て

順

番

を

待
つ
。

や

や

考

え
、

十

五

貫
（
約

６０

ヰ
ロ
）
の

土

俵
に

向

う
。

米

一

俵

が

十

五

貫
、

昔

か

ら

米

一

俵

土

げ

ら

れ

れ

ば

一

人

前

と
、
言
め

れ

た
｝
」
と

を

思
紗
賜

攻
。

無

事
匁
リ

ア
し
た
。

次
獺

茅

憲

愁

あ

鐵
、

そ

ろ

そ

ろ

総

杜

寅

蜜

潟

暇
籔

漢

嚢
。

帰
り
怒

養

－

ス
を

参

照

杉
怒
蔭
、
揚
矛
⑳
部
で
は
岡
村
主
将
が
初

優

勝

む
て
い
た
。

漸

員

躍
撫

だ

ね
。

〃



吉
傭
路
⑳
史
跡
群
を
巡
る

総
杖
宮
か
ら
車
で
数
分
、
国
沃
宿
舎
サ

ン
ロ
ー

ド

吉

傭

路

に

着

く
。

宿

泊
、

食

事
、

日

狩

り

混

泉

入

浴
、

物

晶

販

売
、

広

い
駐

躯

場

と

吉

備

路

観

光
の

拠

点
。
こ
二

で

誇

備
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
協
会
の

平
井
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
。
名
刺
を
見
る

と

平

井
さ

ん

は

会

長
で
あ
っ
た
。

打
合
せ
の
後
、
先
ず

作
山
一
つ
く
り
や

ま
。
さ

く

ざ

ん
一
古

墳
へ
。

五

世

紀

に

造

ら

れ
た
前
方
後
円
墳
で
全
長
２
６
３
メ
ー
ト

ル
は

全

国

第
９

位
の

規

模
。

た
だ

し
、

幾
つ

か

の
気

に

な

る

点
の

あ

る

古

境

だ
。

ま

ず
、

未
完
の
状
態
で
築
造
が
巾
止
さ
れ
た
と
み

ら

れ

る
こ

と
、

ま

た
、

前

方

部
と

後

円

部

の
バ
ラ
ン
ス
が

変

だ
。

一

般
の

前

方

後

門

墳

の

例
で

考
え

れ

ば

長
さ

は
３
０
０
メ

ー

ト
ル

あ
つ
て

も

お

か
し

く

な
い
そ

う

だ
。

下
道

氏

の

築

造
と

伝
え

ら

れ
る

が
、

侭
が
あ
っ
た

の

だ

ろ

う
。

築

造

時

代
の

地

勢

を

伺

う

と
、

当
時
は
高
梁
川
が
東
流
し
て
お
り
周
魍
は

湿

地

帯
で
あ
っ
た
と

み

ら

れ

る

そ

う

だ
。

∴
そ

う

い
え

ば
」
と
、
斎
っ
て

閑

圃
の

申
に

残

さ

れ

た

石

橋

に

案

内

し
て

く

れ

た
。

作

山

橋
、

明

治

初

期

の

遺

構
。

も

と

よ

り

商

梁

川
で
は

な
い
が
、

昔

あ

田

魑
は

河

州
で

あ

っ
た

名
残

り

だ
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
①
）

続
い
て
角
力
取
（
す
も
う
と
り
一
山
古
墳

に
。
五
泄
紀
頃
の
方
墳
で
天
辺
の
樹
鮒
幽

百

年

の

県

内

最

大
の

黒

松

が

児

事

だ
。
こ

こ
は

娼

山

手

村
、

大

阪

棚

撲

の
力

士

を

輩

蜘
し

た

と
こ
ろ

だ

と
い
う
。

こ
の
沓

墳
の
傍

ら
で
相
撲
の
興
行
が
行
わ
れ
た
の
が
名
の

胎

衆

と

か
。

そ

れ

が

氏

神
、

御

碕

神

杜

の

奉
納
相
撲
と
は
意
味
深
長
で
あ
る
。

隣

に
は

移

築
一
復
一
兀
さ

れ

た

横

穴

式

の

ギ
リ
ギ
リ
｛
古
墳
が
あ
る
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
②
）

そ
こ

か
ら

東

に

約
王
牛
。
で

宿
一
し
ゅ

く
）

寺

山

古

墳

に

至

る
。

元

は

全

長
且

６
０
メ

ー

ト
ル
の

前
方

後

円

墳
で
あ
っ
た
が
、

前

方

部
は
破
壊
さ
れ
後
円
都
の
み
残
る
。
備
申

園
分
寺
の
ほ
ぼ
南
に
あ
淀
り
後
円
部
に
登

る
と
五
重
塔
が
展
望
で
き
る
。
（
棚
Ａ
Ｐ
③
）

北
に
遼
み
県
道
蟹
γ
○
号
線
を
越
え
る

と
備
申
魑
分
寺
で
あ
る
。
元
来
の
国
分
寺

は

天

平

ｕ

矢

７
４
１
）
に
創

連

さ

れ

た
。

傭

中
の
国

分
寺

は

憧

融
、

備

後
、

美

作
の
国

分

寺
と
異
な
り
、
勅
令
で
定
め
ら
れ
た
様
武

に

則
っ
て
い
な

い
。

何

故

だ

ろ

う
。

場

在
の

伽
藍
は
江
戸
中
期
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。

吉
備
路
の
シ
ン
ボ
ル
と
一箒
っ
て
哀
い
高
さ
約

泌

メ

ー

ト
ル
の

五

董

塔
は
、

弘

化

元

年
（
１

８
４
４
）
頃
に

構

築

さ

れ

た
。
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
④
一

国

分

寺

の

山

門
の

前

の
遭

を

東

に
。

こ

の

道
が

旧

｛

陽
遭

と

の
こ
と
。

や

や

行
っ
て

小
路
を
北
に
曲
が
れ
ば
そ
う
も
り
塚
古

墳

に

至

る
。

六

肱

紀

後

半
の

横

穴

式

古

墳
。

か
つ
て
は
黒
媛
塚
と
称
さ
れ
て
い
た
。
横

穴

に

は

金

属

格

子

の

扉

が

あ
っ
た
。

平

井

ざ

ん

が

鑓

を

持
っ
て
い
て

開

け
て

く

れ

た
。

玄

室

に

入

る
と

石

棺
が

あ
っ
た
。

か
つ
て
は

誰

で
も

入

れ

た

が
、

石

棺
の

端

を

削

る

人

が

い
た
の
で
、

扉

を

設

け

た

そ

う

だ
。
㍗
見

て

も

減

る

も

ん
じ

ゃ
な
い
」
が
で

通

用

し

な

い
と

は

清

け

な
い
。
（
Ｍ
Ａ
炉
⑤
）

さ

ら

に

東
に

進

む
。

萱

葺
の

古

民

家

が

二

軒
。

一

軒

は

旧

山

手

村

役

場
、

幕

末

か

ら
明
治
初
期
の
鐘
築
、
明
治

肪

年
（
王
９

０
皇

か
ら

鍋

年
閲
役
場
と
し
て
使
用
さ

れ

た
。

も

う

一

軒

は

編

祇

井

家

住

宅
、

山

陽
遭
に
繭
し
た
茶
屋
で
江
戸
末
期
の
築
と

推

定

さ

れ

る
。

そ

の

先
に

は

嗣

山

県

立

吉

備
路
郷
土
館
が
あ
り
縄
文
時
代
以
来
の
出

土

銘
、

歴

史

的

資

料

が

展

示

さ

れ
て
い

る
。

特

に
九

嵩

備

に
の

み

出

十

し
、

後
に

円

筒

形
璃
輸
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
特
殊
器
台
土
器
や
、
須
忠
恭
を
焼
い
た

窯

跡
な

ど

興

味

深
い
撰

示
が

多
い
。
ま

た
、

鰯

分

彪

寺

跡

も

こ
二
か

ら

ほ

ど

近

く

に

あ

る
。
一
納
Ａ
Ｐ
⑥
）

碑
び
偏
山
陽
道
に
も
ど
り
車
で
東
に
進

む
。

今

囚
の

最

後

の

目

的

地
、

造

山
（
つ
く

り

や

ま
・
ぞ

う

ざ

ん
）
古

墳

に

行

く
。

遠

同

で

見
れ

ば

丘

陵
だ
。
一一一、凹
わ

れ

な

け

れ

ば

吉

鯛

翻線熱㍑線宛搬 桁

塘
蟻

憾
儀
州
微
一
瀦
一
嬢
憾
穫
罵
廿
須
砧
榊
護
儀
榊
霧
餐
③

メ

ー

ト
ル
、

全

国
４

位
の
前

方

後

円

墳
、

公

開
の
古
塘一
で
は
最
大
規
棋
だ
。
築
造
時
瑚

は

５

炊

紀

前

半

と

推

定

さ

れ

、

同

簿
期
獲
構
築
謹
滋
慈
護
蒐
蟻
椛
篇
傭
履

巾
天
皇
陵
（
全
長
３
６
５
メ
ー
ト
ル
一
と
ほ

ぼ

等

し
い
。

六
つ
の

陪

塚

を

あ

わ

せ
、

大
、
及

王ｏ

年

↑

９
２
コ
）
に

鰯
の

史

跡

に

指

定

さ

籾
駕
憾
篇
。
淋
滋
減
獲

⑱
｝

造
｛
㌫
填
は
規
模
だ
け
で
な
く
形
も
伝

履

巾
陵

と

ほ
ば

同
じ

だ
と

い
う
。

し

か
し
、

畿
内
の
古
墳
は
伝
応
神
陵
一
４
２
５
メ
ー
ト

ル
一
、

伝

仁

徳

陵
一
４
８
６
メ

ー

ト

ル
）
と

次

第

に

規

棋

が

大

き

く

な
っ
て

行

く

の
だ

が
、

沓

備
で

は

作

山

古

境
（
２
６
３

∫

３
０
０

メ

ー

ト
ル

？
）
、

以

下
２
０
０

∫

〕
Ｏ
Ｏ
メ

ー

ト
ル
台
の
古
墳
と
規
模
は
縮
小
し
て
行
く
。

畿
内
政
権
と

古
代
渋
傭
勢
力
と
の
力
関

係
の

変

化
の

反

映
な

の
だ
ろ

う
。

「
平
井
さ
ん
は
学
校
の
先
生
を
さ
れ
て
い

た
の
で
す
か
？
」
帰
り
の
東
の
巾
で
私
が
聞

く

と
、
「
い
え
、

外

資

系

の

石

油

会

杜

に

勤

め

て
い
ま

し

た
。

サ

ラ
リ

ー
マ
ン
で
し
た
」

と

私
の

想

定

外
の
お

答
え

だ
っ
た
。

「
サ
ン
ロ
ー

ド

街

備

の
傍

で

育
つ
た

の
で
、

子
供
の
頃
は
古
墳
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す

よ
。

や
つ
ぱ

り

好

き

な
ん

で

す

ね
」

郷
土
愛
と
『
好
き
こ
そ
も
の
の
ヒ
手
な

れ
』
の
棉
乗
効
果
な
の
彪
ろ
う
が
。
昼
徐
的

懇

解

㊧

易
い
、

し

か
し

検

譲
廼

慧

笈
い
澄
い

遂
綬
憾
「
一
つ
獺
慧
舳
憲
蒲淋
懇
球
然
舳
畿
徽一
は

一
郷
鐙

鰯
繍

翻
繍

慧
紗
潅

語
蟻

鰯
。

洲
潔
繁
雰

潔
潔
川
乖

潔
蕩
綬
幾

嫌
渓
箒へ
※

期

閥

鱒

鱗

蓄
傭
踏
鐙
鱗
鐙
巡
濠
乗
欝
潔
労
シ

葦

鰯

灘

ヨ
圭
濠
潔

慾

滋

驚

羅
｝
壌

濃
。

リ

ビ

ー

潔

－

縫

濠

頓

篭

養

漆

茅

感
秘
む

で
き

危
。

鳩




